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Ｎ
Ｓ
Ｎ
会
長 

武
藤 

哲 

今
年
も
桜
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
例
年
な
ら
花

見
に
心
躍
る
頃
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
悩
ま
さ
れ

る
状
況
が
相
変
わ
ら
ず
続
い
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
度
は
、
皆
さ
ま
同
様
、
ね
り
ま
シ
ニ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
Ｎ
Ｓ
Ｎ
）
も
新
型
コ
ロ
ナ
に
翻
弄
さ
れ

続
け
た
一
年
で
し
た
。
連
絡
会
は
４
回
の
み
、
総
会

は
10

月
に
ず
れ
込
み
、
大
事
な
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー

（
５
月
に
予
定
）
も
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
講
演
会
も
中
止
、

同
期
会
活
動
・
研
究
会
・
オ
ー
プ
ン
行
事
も
多
く
が

休
止
と
な
り
ま
し
た
。
残
念
で
し
た
が
、
高
齢
者
の

重
症
化
率
・
致
死
率
が
高
く
、
予
防
ワ
ク
チ
ン
や
特

効
薬
の
な
い
感
染
症
が
広
が
る
中
で
は
、
仕
方
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
一
年
間
耐
え
て
も
、
同

期
会
や
飲
み
会
を
安
心
し
て
開
く
こ
と
が
出
来
ず
、

「
普
通
の
生
活
」
に
戻
る
目
途
が
立
た
な
い
ま
ま
と

は
、
想
定
外
で
し
た
。 

そ
の
一
方
で
、
我
々
高
齢
者
に
と
っ
て
、
日
々

刻
々
過
ぎ
ゆ
く
時
間
は
貴
重
で
す
。
当
り
前
に
楽
し

ん
で
い
た
Ｎ
Ｓ
Ｎ
等
で
の
活
動
の
多
く
が
出
来
な

く
な
り
、
心
と
身
体
の
衰
え
が
進
む
こ
と
へ
の
不
安

は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
に
支
配
さ
れ
る

生
活
を
、
こ
れ
以
上
続
け
る
訳
に
は
い
か
な
い
段
階 

に
、
我
々
は
き
て
い
ま
す
。 

新
年
度
の
課
題
は
「
コ
ロ
ナ
を
正
し
く
恐
れ
感
染

防
止
に
十
分
注
意
し
つ
つ
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
諸
活
動
を

徐
々
に
再
開
し
て
い
く
こ
と
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
中
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
Ｎ

Ｓ
Ｎ
活
動
を
原
則
と
し
て
休
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
期
間
は
、
感
染
リ
ス
ク

を
可
能
な
限
り
抑
え
込
み
つ
つ
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
と
同
期
会

の
活
動
範
囲
を
徐
々
に
広
げ
て
い
き
た
い
、
情
報
共

有
化
等
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
特
徴
を
生
か
し
た
支
援
策
を
工

夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

家
族
を
含
め
て
基
礎
疾
患
等
の
感
染
・
重
症
化
リ
ス

ク
の
大
き
い
方
々
が
、
無
理
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
分
の
心
と
身
体
に
添
っ
た
ペ
ー
ス
で
、
Ｎ

Ｓ
Ｎ
や
日
常
の
活
動
範
囲
を
少
し
ず
つ
広
げ
、
か
つ

て
の
「
普
通
の
生
活
」
に
近
づ
け
れ
ば
、
十
分
だ
と

思
い
ま
す
。 

皆
さ
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
健
康
で
生
き
が
い
の
あ

る
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
」
を
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
で
楽
し
み
ま
し

ょ
う
！ 

 
 

 

【
コ
ロ
ナ
の
１
年
】 

コ
ロ
ナ
騒
ぎ
の
１
年
、
今
は
そ
れ
に
も
慣
れ
て
、

静
か
に
感
染
の
終
息
を
待
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
私
の

生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
記
し
て
み
よ
う
。 

基
本
的
に
は
外
出
は
控
え
、
主
に
パ
ソ
コ
ン
で
の

友
人
と
の
交
流
・
セ
ミ
ナ
ー
参
加
等
で
過
ご
す
が
、

こ
れ
ら
は
精
神
の
安
定
に
役
立
っ
て
い
る
。 

①
ネ
ッ
ト
上
で
旅
行
や
ま
ち
歩
き
系
の
映
像
・
写
真

を
探
し
、
自
分
の
体
験
と
重
ね
て
楽
し
ん
で
い
る
。

特
に
欧
米
の
路
地
裏
散
歩
で
の
案
内
人
の
コ
ー
ス

は
、
今
後
の
旅
行
の
参
考
に
な
る
。 

②
知
人
と
の
ビ
デ
オ
交
流
： 

学
友
や
一
笑
会
、
趣

味
の
サ
ー
ク
ル
等
の
メ
ン
バ
ー
と
は
、
情
報
交
換
だ

け
で
な
く
、
互
い
の
喜
び
や
不
安
を
共
有
し
、
孤
独

感
を
払
し
ょ
く
し
て
い
る
。 

③
運
動
不
足
に
対
し
て
は
、
朝
食
前
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
が
習
慣
化
し
、
夜
更
か
し
が
減
っ
た
。 

④
食
事
内
容
の
変
化
： 

米
食
を
４
割
減
、
タ
ン
パ

ク
質
・
脂
肪
は
微
増
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
合
わ
せ
て

６
㎏
減
量
し
た
。  

今
年
は
歩
き
な
が
ら
、
都
内
の
ま
ち
並
み
を
撮
影

し
、
活
動
を
中
断
し
て
い
る
ま
ち
歩
き
メ
ン
バ
ー
に

楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
指
す
。 

一
笑
会 

浅
見 

 
 

【
ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
開
催
日
変
更
】 

 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
日
が
変
更
に

な
り
ま
し
た
。 

 

令
和
３
年
５
月
30
日
（
日
）
13:

00
～
16
：
45 

  

会
場
は 

コ
コ
ネ
リ
・
ホ
ー
ル
で
す 

 

コ
ロ
ナ
の
先
へ 

新
年
度
に
向
け
て 

 

 



【会員のひろば】 

《
睦
会
の
文
化
活
動
支
え
る
美
術
館
》 

 
睦
会
の
例
会
は
中
村
橋
の
サ
ン
ラ
イ
フ

練
馬
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
隣
は
練
馬
区

立
美
術
館
で
、
必
ず
行
く
の
で
よ
く
観
ま

す
。
２
０
２
０
年
10
月
に
開
館
35
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
日
本
の
近
・
現
代
を
中
心

に
、
２
６
０
０
件
余
り
の
作
品
を
所
蔵
し

て
い
ま
す
。
企
画
展
で
は
「
佐
伯
祐
三―

芸
術
家
へ
の
道―

展
」（
２
０
０
５
年
）
が

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

あ
る
時
、
学
芸
員
の
横
山
勝
彦
先
生
（
２

０
０
９
年
ま
で
在
籍
、
現
呉
市
立
美
術
館

長
）
に
出
会
い
、
そ
れ
が
ご
縁
に
な
り
例

会
で
ミ
ニ
講
演
会
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

以
降
は
歴
代
の
学
芸
員
の
先
生
方
に
お
世

話
に
な
り
、
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。
折
々
、

新
春
講
演
会
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
付
団

体
鑑
賞
会
等
を
企
画
し
て
き
ま
し
た
。
今

で
は
睦
会
行
事
の
柱
に
な
り
10
年
以
上

に
な
り
ま
す
。
練
馬
区
立
美
術
館
は
、
今

や
都
心
の
美
術
館
に
負
け
な
い
興
味
深
い

企
画
展
を
開
催
す
る
の
で
目
が
離
せ
ま
せ

ん
。
今
年
度
の
掉
尾
を
飾
る
の
は
「
電
線

絵
画
展
」で
す（
２
月
28
日
～
４
月
18
日
）。

こ
こ
で
少
し
紹
介
し
ま
す
。
街
に
走
る
電

線
は
普
通
、
美
的
景
観
を
損
ね
る
も
の
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
文
明
開
化
の
誇
り
高

き
象
徴
の
電
信
柱
を
、
小
林
清
親
や
岸
田

劉
生
は
画
面
中
央
に
堂
々
と
描
き
ま
し
た
。

モ
ダ
ン
都
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
キ
ャ

ン
バ
ス
に
架
線
を
走
ら
せ
る
小
絲
源
太
郎
。

身
近
な
電
線
・
電
柱
を
通
し
て
、
近
代
都

市
・
東
京
を
見
つ
め
直
す
楽
し
い
展
覧
会

で
す
。
皆
様
に
お
勧
め
で
す
。 

（
睦
会 

西
島
） 

          
 

 
 

「
従
箱
根
山
中
冨
嶽
眺
望
」
小
林
清
親 

《 

私
の
恋
人
た
ち 

》 

 

昨
年
、
私
に
は
新
し
い
恋
人
が
で
き
ま

し
た
。
イ
ケ
メ
ン
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
す
。

何
処
に
行
く
に
も
い
つ
も
一
緒
、
す
っ
か

り
良
い
買
い
物
を
し
た
と
満
足
し
て
い
ま

す
。 

「
エ
ッ
、
車
の
こ
と
で
す
よ
」 

昔
か
ら
、
車
選
び
は
恋
人
や
夫
選
び
と
似

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト

は
、
ス
タ
イ
ル
・
性
能
・
健
康
、
浪
費
家
で

も
困
る
し
、
一
度
縁
が
で
き
た
ら
簡
単
に

は
変
え
ら
れ
な
い
等
々
、
共
通
点
が
多
い

で
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
今
回
の
恋
人
選

び
は
、
過
去
の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、

「
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
若
い
イ
ケ
メ
ン
が

い
い
わ
」
と
年
甲
斐
も
な
く
真
っ
赤
な
ス

ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
を
選
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
大
成
功
。
ド
ラ
イ
ブ
が
楽
し

く
て
、
東
へ
西
へ
。 

 
遠
出
の
時
は
、
二
人
の
私
が
い
ま
す
。

行
き
は
サ
ン
グ
ラ
ス
に
、
お
気
に
入
り
の

ス
カ
ー
フ
、
多
少
ス
ピ
ー
ド
狂
の
気
も
有

る
セ
レ
ブ
ス
タ
イ
ル
。 

帰
途
は
一
変
し
て
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
普

通
の
お
ば
さ
ん
と
な
り
一
般
道
を
走
り
、

道
の
駅
が
あ
れ
ば
サ
ッ
と
寄
っ
て
、
ト
マ

ト
・
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ
・
大
根
を
仕
入
れ

て
我
が
家
へ
と
な
り
ま
す
。 

 

「
そ
れ
で
古
い
恋
人
は
？
」 

は
い
、
可
愛
い
い
チ
ワ
ワ
ち
ゃ
ん
を
抱
い

て
助
手
席
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
わ
。 

        
 

 

一
笑
会 

吉
田
照
子 

             

富士には 電信柱も よく似合ふ。 
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